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議

論

利
潤
成
立
の
掛
構

第
二
十
六
巻

一七
O

節

税

回

プミ

機

構
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立

潤

成

の
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上
)

理

論

子

の

0) 

ド高

f呆

回

a馬

利
子
の
源
泉
た
る
資
本
利
潤
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
。
債
格
に
閲
す
る
費
用
の
原
則
の
支
配
を
認
h
u
る
限

-
り
、
そ
の
説
明
は
岡
難
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。
何
言
な
れ
ば
生
産
物

ω煩
椅
は
そ
り
生
産
の
た
め
の
費
用
E
相
等

L
か
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

二
者
の
聞
の
開
き
即
も
差
額
は
原
則
正
し
て
存
在
せ
き
る
は
?
で
あ

る
。
自
由
競
守
は
常
に
此
差
額
を
除
却
せ
む
ご
し
て
作
用
す
る
o

勢
働
、
地
周
(
土
地
の
用
役
)
の
一
樹
格
、
な
ら
び

に
資
本
財
の
抽
出
耗
部
分
の
償
格
の
和
、
帥
も
生
産
費
の
ほ
か
に
、
利
子
を
も
生
産
の
費
用
中
の
一
項
目
ご
み
る
こ

正
に
よ

h
て
、
前
者
Z
樹
格
ご
の
聞
き
の
常
住
存
在
を
立
諮
せ
む
ご
す
る
立
場
は
一
方
に
於
て
資
本
の
供
給
が
報

償
せ
ら
る
ぺ
き
何
等
の
犠
牲
を
も
意
味
せ
ゲ
る
司
』
古
の
論
詮
に
よ
り
て
破
ら
る
ぺ

L
E
思
は
る
、
外
、
自
由
競
守

の
作
用
の
考
察
に
孟
b
て
否
定
せ
ら
れ
よ
う
o

競
争
者
の
う
ち
に
は
数
多
の
自
答
企
業
者
・
即
も
自
己
の
資
本
を

以
て
企
業
を
替
む
も
の
を
合
む
。
彼
等
は
某
相
手
に
訂
克
つ
た
め
に
ど
こ
ま
で
生
産
物
の
債
格
を
引
下
げ
得
る
も

"・..・



の
で
ゐ
る
か
正
云
ふ
に
‘

そ
れ
は
刺
子
を
合

U
ニ
ピ
な
き
生
産
費
ま
で
ャ
あ
る
、
そ
こ
ま
で
引
下
げ
て
も
何
等
の

苦
痛
を
も
戚
怖
で
す
、
ど
こ
ま
で
も
此
態
度
を
つ
い
け
得
る
。
そ
の
結
果
、
使
椅
の
落
付
〈
ご
こ
ろ
の
生
産
費
は
中

に
利
子
を
合
ま
ぬ
も
の
で
め
る
は
や
'
で
ゐ
る
。
此
の
如
〈
に
し
て
、
自
由
競
守
は
利
子
な
ら
び
に
そ
の
他
の
倹
剰

を
除
却
す
る
。

此
の
如
き
事
情
の
下
に
於
て
、
資
本
利
潤
は
如
何
に

L
て
成
立
す
る
こ
ピ
が
出
来
る
か
。
答
解
は
一
語
仁

Lτ

謹
〈
O

保
件
は
動
魁
に
於

τ、
利
潤
の
性
質
は
差
盆
正
し

τ。
此
差
盆
は
地
代
Z
其
趣
を
一
に
す
る
、
云
は
い
γ

準

地
代
で
あ
る
。
利
潤
を
此
の
如
き
も
の
ぜ
見
る
こ
ど
は
、

一
簡
の
地
代
主
義
で
あ
る
、
而
も
そ
れ
が
在
来
の
地
代

主
義
ピ
異
な
る
動
か
ら

Lτ
、
之
を
新
地
代
主
義
正
よ
よ
。
利
潤
を
勤
践
に
穏
め
る
駄
に
於
て
は
今
ま
で
の
動
事

話
E
同
一
で
あ
る
が
、
説
明
の
内
容
仁
於
り
る
多
少
の
特
異
性
は
白
設
を
一
不
す
に
動
準
設
の
名
稀
を
以
て
せ
十
、

新
地
代
主
義
t
云
ふ
・
」
ご
の
趨
切
な
る
を
信
守
し
め
る
。

地
代

ω成
立
は
、
重
に
生
産
費
の
節
約
に
負
ひ
、
副
衣
的
に
は
、
高
位

ω債
格
に
負
ふ
。
前
者
は
云
は
uv

量
的

の
地
代
に
し
て
、
後
者
は
質
的
の
地
代
で
あ
る
。
市
場
に
於
て
等
一
の
債
格
を
も
っ
生
産
物
が
あ
る
土
地
の
利
則

に
よ
り
、
他
よ
h
も
低
き
債
格
仁
於

τ生
産
せ
ら
晶
、
、
ど
き
節
費
に
基
〈
量
的
消
極
的
地
代
を
生
じ
、
等
一
の
費

用
を
以
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
財
に
し
て
、
其
一
方
が
高
苦
闘
間
格
に
貰
ら
る
、
正
量
、
こ
れ
が
生
産
を
可
能
な
ら
し

申
命
中

め
た
る
土
地
に
謝
し
て
質
的
、
積
極
的
地
代
が
支
掛
は
れ
る
。
利
潤
の
形
成
に
於
て
も
趣
ほ
hv
こ
れ
ご
相
同
じ
き

猿

第
二
十
大
巻

論

刑
澗
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の
植
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第

観

士

四
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第
二
+
六
番

七

第

鵠

四
λ 

前

接

利
潤
成
主
の
揖
構

も
り
が
あ
る
。
債
格
は
限
界
生
産
費
に
於
て
定
ま
る
、
然
る
に
、
欽
多
の
企
業
の
う
ち
に
は
、
こ
れ
よ
b
も
低
き

生
産
費
を
以
℃
生
産
し
う
る
も
の
が
ゐ
る
、
そ
れ
ら
に
あ
b
て
は
こ
の
差
額
に
は
が
利
潤
ぜ
な
る
。
こ
れ
は
云
は

hv

量
的
消
極
利
潤
で
ゐ
る
o
然
る
に
、

あ
る
稲
の
生
産
物
が
十
分
に
生
滞
せ
ら
れ
歩
、
云
は
い
共
質
の
敢
に
稀
少

で
ゐ
る
ご
き
に
は
、
そ
こ
に
所
謂
多
占
的
関
係
が
成
立
す
る
。
同
慣
織
は
生
産
設
以
上
に
於
て
定
ま
る
。
此
差
額
が

ま
た
利
潤
を
な
す
。
そ
れ
は
一
再
は
u
y

質
的
積
極
的
利
潤
で
あ
る
o
勿
論
、
此
利
潤
は
自
由
競
争
に
よ
h
て
最
速
仁

消
失
す
べ
き
性
質
を
有
っ
。
た
い
Y

前
者
仁
歪
h
て
は
そ
れ
に
よ
ち
て
溶
易
に
除
去
せ
ら
れ
守
、

そ
の
除
去
は
忙
V

思
想
上
の
極
限
に
於
て

ωみ
認
め
ら
れ
う
べ
く
、
人
間
の
経
験
し
う
べ
き
事
質
ご
し
て
は
、
そ
れ
は
貨
際
的
に
持

鋭
的
で
あ
る
。
資
本
利
潤
の
最
も
重
要
な
る
部
分
は
か
か
る
利
潤
、
卸
も
量
的
消
極
的
利
潤
で
あ
る
。
割
払
は
如
上

の
事
情
よ
り
し
て
、
利
潤
の
構
成
を
地
代

ω構
成
か
ら
の
類
推
に
よ
b
て
説
明
し
う
ぺ

L
Z
見
る
。

こ
れ
、
新
地

代
主
義
言
明
柵
せ
ら
れ
う
る
所
以
で
ゐ
る
。
こ
れ
を
古
き
地
代
主
義
か
ら
匝
別
す
る
も
の
は
次
の
貼
に
ゐ
る
。
古
き

地
代
主
義
は
同
一
企
業

ω
生
産
物
の
う
も
じ
限
界
的
な
る
も
の
ご
限
界
内
の
も
の
ご
を
区
別
し
役
者
が
利
潤
を
件

ふ
こ
子
宮
認
め
る
。
私
山
り
地
代
主
義
は
企
業
を
異
に
す
る
に
つ
れ
て
、
限
界
的
の
も

ω
ピ
限
界
内
の
も
の
ご
を
認

め
、
此
志
味
に
於
け
る
限
界
内
生
産
物
に
利
潤
が
伴
ふ
も
の

ε鬼
る
o

此
結
の
詳
細
な
る
論
述
は
後
に
試
み
る
こ

Z
Z
す
る
Q

利
潤
ゆ
か
、
る
地
代
的
性
質
を
明
に
す
る
が
た
め
に
は
ま
づ
、
動
態
の
意
義
を
明
確
に
し
な
げ
れ
ば

な
ら
ぬ
、
勤
般
の
意
義
の
説
明
は
そ
の
樹
立
概
念
た
る
静
態
か
ら
読
き
起
す
こ
ご
を
便
宜
ご
す
る
。

-E 
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い
こ
、
に
云
ふ
地
代
主
義
は
回
目
首
白
百
四
N
】
官
白
謹
隠
ず
あ
る
、

ζ

札
は
む
し
ろ
、
賃
科
主
義
と
聾

L
た
方
が
い
為
か
と
も
恩
ふ
師
、
事
丈
、

賃
科
目
用
請
を
川
ふ
る
こ
と
碕
に
、
そ
れ
を
十
分
に
説
明
L
て
ゐ
な
い
が
故
に
、
地
代
主
義
と
し
て
世
(
@
分
配
諭
上
の
、
従
ひ
て
利
子
諭
上
の
地

代
主
義
と
し
て
は
、
ク
ラ
ア
ク
由
山
中
説
を
叫
て
代
書
的
な
る
も
?
と
な
す
(
凹

n}呂
田
宮
内

R
間
百
日
吉
ロ

F

U
。
唱
岡
市
高

a
n
z
n
r
F
の
・
ロ

-ω-H

K
戸

z
g
z
z明
同

叶

g
r
回

目
N
a
a
z
p
同

Z
Z
G白
日
昔
日
骨
司
〈
耳
目
何
回

]
E官帥
FEZ-morEo--司
ω
』
島
町
『

5
F
H
m喜
)
O

フ
ォ
ン
・
テ
ワ

ネ
ン
の
事
説
に
抑
ら
ず
と
し
て
も
・
北
米
自
事
界
に
は
、
タ
ラ
ア
ク
以
下
、
報
酬
遮
時
旧
法
則
。
一
般
的
遁
用
に
よ
り
て
分
配
の
一
切
の
瑚
論
を
明

に
せ
む
と

L
、
従
ひ
て
利
聞
を
も
ζ

れ
に
よ
リ
て
桔
明
せ
む
と
す
る
も
山
ポ
多
い
(
所
淵
孤
地
利
加
畢
侃
自
分
配
諭
去
稲
せ
ら
る
る
も
の
の
中
に
は

ク
一
ア
ア
夕
、

7

Z
タ
ァ
、
ジ
ョ
ン
ソ
シ
、
カ
ア
パ
ア
な

rHF般
へ
得

υ
札
る
)
。

此
且
解
と
私
自
如
き
且
陣
と
の
一
川
の
差
却
は
利
潤
山
根
雄
世
専
ら

報
酬
週
晴
白
法
則
に
世
(
か
、
叉
仕
組
織
に
よ
る
附
約
心
法
則
に
世
〈
か
に
あ
る
。
私
は
報
酬
週
減
内
法
川
か
ら
は
利
削
山
花
時
苛
山
古
う
と
は
し
な

い
、
た
ピ
主
と
し
て
組
織
に
よ
る
附
約
心
法
則
自
作
川
す
る
が
敢
に
、
利
潤
が
あ
り
う
る
と
す
る
。
も
と
よ
り
、
質
的
利
潤
と
郁
L
た
る
も
白
に
つ

い
て
は
事
自
ら
別
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
車
附
随
的
。
も
の
で
あ
る
と
且
て
ゐ
る
。

経
済
静
態
は
別
に
述
べ
た
る
が
知
〈
、
立
(
最
成
義
に
於
て
は
新
な
る
畿
動
の
生
命

F
る
紋
態
で
あ
る
。
此
場
合

す
べ
て
の
経
済
主
鰻
は
そ
の
利
盆
の
た
め
に
不
断
の
経
済
行
柏
崎
を
傍
み
つ
、
あ
る
、
か
〈
て
全
館
正
し
て
の
抑
制
演

も
ま
た
共
機
能
を
晶
画
み
(
岳
ロ

E
S
E自
)
つ
い
け
る
。
従
ひ
て
¥
そ
れ
は
活
動
の
停
止
を
意
味
せ
十
し
て
た
hv

活

動
の
一
様
な
る
反
械
を
意
味
し
、
各
経
済
的
数
量
聞
の
均
衡
を
意
味
す
る
(
ニ
、
に
経
済
的
数
量
正
云
ふ
は
数
量

を
以
て
表
現
せ
ら
る
ぺ
き
経
済
的
事
賞

l
ー
た
ご
へ
ば
債
格
、
需
要
、
供
給
、
利
子
な
ど
の

l
lの
大
き
に
外
な

ら
旧
制
)
。

勿
論
此
活
動
は
月
に
よ
h
叉
は
時
季
に
よ
b
て
異
な
b
は
す
る
、
然
れ
ど
も
そ
れ
は
た
v
時
季
又
は
月

論

議

制
調
成
立
の
機
郁

第
二
十
六
各

七

第

蛾

四
九

一 ・.・"



量主

第
二
十
六
悠

七
回

第

蛾

査。

論

利
潤
成
立
の
輔
榔

E

究
の
差
異
に
よ
る
行
事
の
超
勤
ご
も
一
疋
ふ
べ
き
も
り
、
経
済
行
線
の
順
序
上
の
磁
勤
に
外
な
ら
ぬ
が
故
仁
、
時
到

れ
ば
又
以
前

ω活
動
に
立
反
り
そ
れ
が
繰
返
さ
れ
る
、
こ
の
こ
己
は
天
健
め
運
行
が
制
夕
、
春
夏
に
よ
'
り
て
異
な

れ
ど
も
、
時
到
h
て
再
び
朝
正
な
h
・
叉
は
再
び
車
朴
正
な
れ
ば
以
前

ω蓮
行
が
〈
り
か
へ
き
る
る
仁
同
じ
。
こ

ω

復
師
脚
は
経
臨
制
的
時
期

ω循
環
、
又
は
経
済
的
生
話
的
循
環
(
何
百
一
ω
一回ロ同

ι
E
S凶円宮内
E
室
内
一
回
E
Z
m円
三

E
n
F与
a

r
F
E
N
E丹市

ga命
)
ご
離
せ
ら
れ
る
。
比
概
念
は
か
、
る
意
義
に
於
げ
る
完
全
な
る
反
M

砲
を
意
味
す
る
ぜ
こ
ろ
の

総
帥
脂
り
み
な
ら
す
、
多
少
の
能
動
が
行
は
る
る
に

L
て
も
・
大
慢
に
於

τ以
前
の
活
動
品
川
式
に
復
蹄
す
正
見
ら
る

る
限
h

ッ
、
す
べ
て
の
経
済
生
活
り
復
備
を
も
包
締
す
る
心
幅
制
裁
の
時
期
を
如
何
に
見
る
か
は
取
扱
は
む
ご
す
る
事

一
一
般
年
を
以

τ
此
附
期

ω車
位
正
見
な
し
う
る
。

晶
識
の
如
何
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
れ
る
、

ー
か
し
一
般
に
は

苫

工
、
叡
越
を
静
態
に
戻
す
-
』
ご
古
し
ょ
，
フ
。
か

ω新
な
る
遜
勤
の
生
世

5
る
の
に
は
純
々
な
る
場
合
が
ゐ
る
。
第

一
の
場
合
は
受
動
的
均
衡
ご
も
稀
す
吋
き
も
叫
に
し
て
、
均
衡
が
経
済
内
部
に
存
せ
歩
、
経
済
外
的
事
情
の
結
果

正
L
て
、
従
ひ

τ経
済
己
云
ふ
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

云
は
ば
受
身
に
成
立
し
て
ゐ
る
。
此
場
合
、
な
る
ほ
ど
年
々

同
一
の
財

ω同
一
の
数
量
が
同
一
の
償
崎
市
に
於

t
需
要
せ
ら
れ
、
ま
た
同
一
の
尉
の
同
一
の
数
量
が
同
一
の
債
格

仁
於
て
供
給
せ
ら
れ
る
o

然
れ
刊
と
も
、
ぞ
れ
は
経
済
山
範
凶
内
に
於
て
、
各
主
韓
関
に
自
由
な
る
競
守
の
管
ま
れ

た
る
結
川
端
に
非
中
し
て
、
た
uv

刑
命
日
生
活
山
り
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
げ
る
怜
性
ご
固
定
ご
の
故
で
あ
る
。
経
済
生
活

の
保
件
ご
し
て
重
要
な
る
も

ωが
回
定
1
て
ゐ
る
的
み
な
ら
す
、
此
保
件
の
下
仁
於
て
範
演
主
髄
相
互
聞
に
砦
ま

，・..・..'



る
べ
き
競
守
が
惰
性
の
放
に
十
分
に
管
ま
れ
や
、
た
い
今
ま
で
仕
来
h
の
ま
、
の
活
動
を
反
覆
す
る
。
今
ま
で
、

A
7
ェ
ι
百
ナ
リ
・

-
4
3
J
2
4

静

止

経

務

ω名
称
を
以
て
よ
ば
れ
た
る
事
賓
の
中
に
は
、

-
」

ω受
動
的
均
衡
ご
し
て
の
静
態
も
ま
忙
合
ま
れ

得
る
ど
思
ふ
o

然
れ
ド
と
も
、
私
が
刷
間
格
理
論
乃
至
利
子
理
論
に
於

τ事
問
的
責
要
吉
を
認
む
る
も
の
は
こ
れ
に
ゐ

ら
す
し
て
、

云
は
い
γ
自
生
的
又
は
後
動
的
均
衡
に
あ
る
、

ぞ
れ
は
経
憐
自
髄
の
作
用
に
よ
hJ
て
成
立

L
Z
ゐ
る
ご

こ
み
の
均
衡
で
あ
る
。
各
主
健
閉
じ
競
守
の
倍
ま
れ
た
る
結
果

E
L
て
、
も
は
や
新
な
る
趨
叫
酬
の
生
じ
得
、
3
る
委

で
あ
る
(
保
件
に
強
化
な
き
限
h
は)。

こ
の
純
の
均
衡
、
己
し

τの
静
腿

E
L
て
種
々
の
も
の
を
考
へ
う
る
が
、
+
訟

に
私
は
ニ
栂
の
も

ω
を
あ
け
て
み
た
い
二
は
殿
符
が
態
に

L
て
他
は
安
定
静
態
或
は
中
間
静
態
(
ω
E
r
g
M
E
E
E

b
Z『
M
-
o
m
E口
r
o
ι
q
N耳目
R
F
O
E
S
t
r
)
0
私
は
ま
づ
、
厳
密
静
態
の
捕
潟
か
ら
は
じ
め
る
。
そ
れ
に
あ
h
J
て
は
、

一
方
に
於
て
、
同
問
佐
凪
数
、
精
確
に
云
へ
ば
、
需
要
耐
敏
が
強
化
し
な
い
。
そ
の
意
味
す
る
ど
こ
ろ
は
、
人
口
の

不
削
機
、
各
個
人
の
需
要
(
従
ひ
て
侭
侃
幽
数
)
の
不
畿
で
ゐ
る
。
他
方
に
於
て
・
供
給
凪
欽
が
磁
化
し
な
い
U

ぞ
の

意
味
す
る
ご
こ
ろ
は
資
本
の
数
量
(
ひ
い
て
は
そ
の
分
配
欣
態
)
の
不
愛
、
な
ら
び
に
生
康
方
法
(
こ
の
中
仁
、
生

産
の
技
術
己
生
産
の
組
織
ご
の
ニ
者
を
併
せ
合
ま
し
め
る
)
の
不
愛
で
ゐ
る
o

然
れ

E
も
こ
れ

rり
で
は
な
は
禾

だ
、
厳
密
静
態
を
か
の
受
動
的
均
衡
か
ら
匝
別
す
べ
き
特
徴
が
示
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
真
に
こ
れ
に
あ
り
て
特
有
な

る
こ
ご
は
、
同
穏
の
捌
は
何
れ
の
企
業
者
に
よ
・
り
て
も
等
一
の
生
産
費
を
以
て
生
産
せ
ら
る
、
こ
古
・
同
一
企
業

仁
一
於
て
は
同
種
の
尉
の
何
れ
の
皐
位
も
等
一
の
生
産
設
を
要
す
さ
見
ら
る
、
こ
ご
で
あ
る
。
而
L
τ
こ
れ
は
、
大

論

議

E 

利
絢
成
立
田
機
構

第
二
十
大
巷

士
ヨ工

都

蹴

........， 



第
二
十
六
巻

議

利
潤
成
立
の
構
構

論

一
七
六

静

観

E 

健
上
其
原
因
ご

L
て
、
同
櫨
の
財
の
生
産
を
倍

U
す
べ
て
の
企
業
は
等
一
の
資
本
を
有
し
同
一
な
る
生
産
方
法
に

よ
る

Z
云
ふ
事
寅
を
伴
ム
(
生
産
費
は
必
十
し
も
仕
掛
の
同
一
、
従
ひ
て
同
一
な
る
生
産
方
法
を
用
ふ
る
も
の
に

於
て
の
み
等
一
で
は
な
い
、
た
い
V

此
仕
掛
叉
は
組
織
以
外
の
事
情
を
以
て
比
較
的
仁
重
要
き
の
少
き
も
の
正
し
て

今
之
を
考
察
の
外
に
置
〈
)

Q

等
一
の
生
産
費
を
要
す
る
結
果
正
し
て
、
そ
ニ
に
は
何
等
の
資
本
利
潤
が
な
い
、

普
通
仁
企
業
者
草
稿
せ
ら
毛
、
も
の
は
、
指
導
の
ゆ
ゑ
の
勢
鍛
聞
も
企
業
者
労
銀
を
得
る
に
し
て
も
、
そ
抑
制
以
上

の
俄
剰
を
入
手

L
得
ぬ
。
債
格
は
限
界
生
産
設
に
於
て
定
ま
る
、
し
か
る
に
す
べ
て
の
生
産
物
は
皆
限
界
生
産
費

に
於
て
生
産
せ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
‘
ど
こ
に
も
品
川
剰

ω存
立

L
う
べ
き
依
地
が
な
い
o

阪
に
資
本
利
潤
が
な
い

Z

す
れ
ば
、
こ
れ
を
泉
源
ご
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
ご
こ
ろ
の
利
子
も
な
い
、
も
己
よ
り
企
業
者
の
所
得
ご
な
る

ご
こ
ろ
の
企
業
利
潤
も
な
い
。

げ
、
と
訟
に
止
産
方
法
・
と
い
へ
る
は
生
注
目
技
術
企
止
産
の
組
織
と
凶
一
一
者
を
併
せ
意
味
す
る
o

た
守
防
調
組
織
に
よ
る
節
約
四
法
則
に
於
げ
る

組
織
の
差
異
は
こ
の
生
直
右
法
に
於
け
る
差
異
に
し
て
こ
与
に
云
ふ
生
産
自
組
織
に
よ
る
遊
具
で
は
な
い
。
か
〈
て
組
触
が
己
白
富
山
を
も
ち
う
る

わ
け
で
あ
る
。

一
は
止
躍
的
企
業
に
於
げ
る
人
々
柑
瓦
白
蝿
係
、
或
は
柑
宜
的
活
動
自
様
式
に
し
て
、
事
貨
に
於
て
は
分
業
合
力
の
様
式
に
外
な
ら

向
、
安
本
家
的
且
障
に
あ
り
て
は
出
様
式
を
う
ち
づ
け
る
交
換
分
阻
由
一
定
様
式
自
あ
る
こ
止
は
云
ふ
主
で
も
な
い
。
ニ
は
此
内
包
の
乏
し
き
意
義

に
於
け
る
生
産
白
組
曲
と
生
産
白
技
術
と
が
相
結
び
つ
い
て
な
せ
る
止
産
方
法
を
桔
す
O

か
の
分
業
合
力
由
様
式
が
す
べ
て
止
産
技
術
に
よ
り
て
決

定
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
此
第
二
由
意
味
に
於
け
る
止
産
白
組
織
も
す
ヰ
て
生
産
自
技
術
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
L

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
ピ

大
ま
か
に
の
干
王
援
し
う
る
こ
と
で
あ
ら
う
o

と
に
か
〈
、
生
産
山
組
織
と
一
耳
ふ
言
葉
を
か
や
う
に
、
一
一
様
心
意
義
に
使
用
す
る
と
と
に
つ
い
て
、

以
上
白
断
り
が
き
を
つ
け
て
置
{
。

、
・，・.. 



一

殿
密
静
践
は
一
方
資
本
家
的
生
誕
地
以
前
に
存
立
し
得
る
。
各
生
産
者
の
生
産
方
法
が
一
様
で
ゐ
b
、
従
ひ
て
す

べ
て
の
生
産
物
が
等
一
な
る
生
産
費
に
於
て
生
産
せ
ら
る
、
ピ
こ
ろ
に
は
、
此
静
態
が
あ
b
E
云
ひ
得
る
o

生
産

方
法
の
進
歩
改
良
が
な
〈
し
て
た
ャ
従
来
よ
・
り
の
唯
一
の
方
法
が
固
守
せ
色
れ
、
且
つ
如
何
な
る
生
産
者
も
一
足

の
生
産
手
段
金
所
宿
す
る
場
合
仁
於
て
は
、
各
個
人
の
能
力
に
基

f
差
異
を
外
に
し
て
云
へ
ば
、

そ
こ
に
何
等
の

生
産
費
の
差
等
も
な
い
。
而
し

τか
、
る
場
合
に
於
て
は
よ
し
生
産
方
法
の
麹
化
が
あ
h
d
E
L
て
も
、
静
態
は
容

日
却
に
ま
た
擁
立
ゼ
ら
れ
得
る
。
た
ご
へ
ば
生
産
者
中
の
甲
が
新
な
る
方
治
営
採
用
し
穴

b
ご
L
て
も
、
生
産
者
の

何
人
ち
容
易
に
新
し
吉
生
産
手
段
を
入
手
し
得
る
以
上
、
此
新
方
践
は
や
が
て
普
及
し
、
す
ぺ
て
の
生
産
物
は
此

新
し
き
限
界
生
産
費
に
於
て
生
産
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
然
れ
Y
」
も
、
私
の
考
察
に
よ

bτ.
そ
れ
よ

b
E趨
に

重
要
な
る
は
、
資
本
Jd
跡
的
組
織
に
於
け
る
鍛
密
耐
強
で
あ
る
。
是
れ
は
一
定
の
僚
件
に
し
て
奥
へ
ら
れ
、
而
も
そ

れ
が
品
製
勤
せ
宇
に
存
縦
す
る
己
注
仁
成
主
す
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
o

然
ら
ば
、

そ
の
傑
件
は
如
何
な
る
も

の
で
ゐ
る
か
。
普
通
に
静
態
成
立
の
僚
件
ご
し
て
弐
の
数
者
が
数
へ
ら
れ
る
。
第
一
に
は
人
々
の
抽
出
化
ゼ
ゲ
る
こ

ご
、
第
ニ

各
自
の
需
要
の
誕
化
せ

3
る
こ
ピ
(
こ
の
こ
は
祉
曾
的
需
要
凪
敷
の
不
麹
を
意
味
す
る
)
、
第
三
、
生

産
技
術
の
一
定
・
第
四
、
生
産
組
織
の
一
定
(
こ
の
こ
は
所
調
生
産
方
法
の
一
定
を
意
味
す
る
・
そ
れ
は
現
貨
に

採
用
せ
ら
れ
て
居
る
生
産
方
法
の
一
定
で
は
な
い
、
資
カ
さ
へ
あ
れ
ば
何
人
も
利
用
し
う
べ
き
生
産
方
法
が
一
定

し
て
越
化
せ
、
さ
る
こ
Z
を
意
味
す
る
)
、
第
五
、
資
本
の
数
量
の
一
定
・

-
』
れ
で
あ
る
。

但
し
、
悲
の
見
る
E
こ

論

叢

利
潤
成
立
の
機
構

第
ご
十
六
巻

一
七
七

第

銑

宜

.' ， '一司・"，;;1 



論

議

第
ニ
十
六
巻

五
回

二
七
λ

第

披

利
潤
成
立
白
機
構

ろ
に
よ
れ
ば
、
此
資
本
の
一
定
を
典
へ
ら
れ
た
る
僚
件
の
う
も
に
歎
へ
る
こ
Z
は
是
認

L
が
た
い
。
私
共
が
静
態

の
成
立
を
考
ふ
る
た
め
に
、
健
件
が
一
定
し

τ存
綴
す
る
こ
ご
を
前
提
Z
す
る
、
そ
れ
は
摩
擦
(
十
分
な
る
迫
感

を
妨
げ
る
ご
こ
ろ
の
も
の
ご
云
ふ
は
Y
」
の
最
康
義
に
於

τ)
の
作
用
を
除
却
せ
む
が
潟
で
あ
る
o

例
へ
ば
1
欲
望

が
麹
化
し
て
需
要
山
線
が
縫
る
、
債
格
が
ニ
れ
に
臆
す
る
だ
け
の
盤
勤
を
途

F
4こ
ご
は
即
刻
に
行
は
れ
な
い
。

そ
こ
に
摩
擦
の
現
象
が
あ
b
、

一
定
の
道
行
を
必
弾
一
ご
す
る
。
債
格
の
惰
性
の
柏
崎
に
下
落
す
ぺ
b
d
附
間
格
も
誕
-
q
v己

し
て
の
み
下
落
す
る
で
あ
ら
う
、
戒
は
人
気
の
作
用
の
柏
崎
に
念
に
激
落
し
て
相
官
の
債
位
に
も
ど
る
た
め
に
長
き

時
日
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
所
謂
縫
勤
に
膝
じ
て
究
極
に
成
立
す
る
(
完
全
な
る
麹
勝
又
は
均
衡
般
態
t
し
て
の
)

経
済
的
数
量
の
定
ま
る
ま
で
に
は
、
奥
件
の
存
縦
闘
定
を
必
要
己
す
る
Q

併
し
な
が
ら
、
捜
勤
に
臆
す
る
誼
廊
の

行
は
る
、
が
錦
に
は
資
本
の
分
布
の
議
化
、
そ
の
離
合
が
必
然
に
行
は
れ
る
o

前
仁
述
べ
た
る
四
の
僚
件

ω固
定

し
た
る
場
合
、
自
由
競
争
の
十
分
仁
行
は
れ
て
新
し
き
均
衡
の
確
立
し
う
る
が
銭
に
は
、
資
本
の
分
布
は
品
型
化
し

そ
の
数
量
も
ま
た
磁
化
す
る
こ
ご
を
必
要
正
す
る
。
自
由
競
争
の
落
付
げ
る
姿
Z
し
て
の
静
態
概
念
は
、

そ
の
成

立
保
件
ご
し
て
資
本
数
竜
不
品
盟
主
再
ム
こ
ご
を
容
れ
得
な
い
。
此
意
味
に
於
て
私
は
ニ
の
奥
件
だ
り
を
削
除
す

る
。
而
し
て
需
要
幽
歎
の
不
袋
、
生
産
方
法
の
不
設
(
郎
も
供
給
画
教
の
不
遜
)
芭
云
ふ
ニ
の
僚
件
の
下
ド
於
て
、

厳
密
静
態
の
成
立
す
る
機
構
を
考
へ

τ見
ょ
う
。

今
日
の
資
本
家
的
経
・
糠
の
本
質
的
特
徴
が
、

い
づ
こ
に
あ
る
か
は
今
問
題
草
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ご
に
か

. "・;#'. 



〈
、
な
共
は
そ
こ
に
、
第
一
、
資
本
家
及
び
企
業
者
正
融
労
働
者
さ
の
分
離
を
鬼
る
。
第
一
寸
企
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

に
差
等
ゐ
る
資
本
、
従
ひ
て
相
異
な
る
生
産
方
法
を
以
て
生
産
会
替
み
つ
、
ゐ
る
の
を
見
る
リ
第
三
、
企
業
者
相

互
の
閥
に
自
由
競
守
の
笹
ま
れ
つ
、
ゐ
る
の
を
見
る
、
し
か
も
そ
れ
は
利
潤
の
た
め
の
競
争
で
あ
る
。

き
て
、

カミ

、
る
経
済
に
於
て
、
前
越
の
如
き
保
件
が
奥
へ
ら
れ
て
あ
る
ご
せ
よ
。
豊
富
な
る
資
本
を
擁
L
、
有
利
な
る
生
産

方
法
を
利
用
す
る
も
の
は
低
き
生
産
費
を
以
て
生
産
し
得
る
o

彼
等
は
そ
の
結
果
、
鈴
剰
を
獲
得

L
得
る
。
而
し

τ最
も
有
利
な
る
方
法
以
外

ω方
法
に
於
げ
る
生
産
者
以
俄
剃
の
蓄
積
‘
又
は
合
岡
、
戒
は
民
他
の
調
達
方
法
に

よ
h
τ
資
本
を
増
加
し
・

そ
れ
じ
よ
り
て
最
も
有
利
な
る
方
法
を
笹
む
に
至
る
で
ゐ
ら
う
。
古
う
な
れ
ば
此
方
法

を
利
用
し
得
さ
る
も
の
は
債
格
の
競
唱
す
に
於

τこ
れ
ら
ご
調
抗
す
る
胞
は
守
、
は
じ
め
は
損
失
し
な
が
ら
も
生
産

を
つ
uγ

り
る
が
、

や
が

τは
滅
己
す
る
。
こ
ぜ
に
、
最
も
有
利
な
る
地
位
に
あ
る
企
業
者
が
其
競
守
に
於
て
攻
盤

的
積
縄
的
態
度
を
宇
り
、
輿
へ
ら
れ
た
る
倒
格
に
於
て
資
ら
や
，
、
相
手
を
た
ふ
す
目
的
を
以
て
利
潤
を
減

ι叉
は

自
己
の
生
産
設
を
償
ふ
に
足
る
だ
り
の
伺
絡
を
以
て
貰
る
場
合
に
は
、
此
傾
向
が
一
層
助
長
せ
ら
れ
る
で
あ
ら

ぅ
。
か
(
て
競
守

ω行
き
つ
ま
る
所
、
同
一
の
仕
叫
に
於

τ、
従
ひ
て
同
一
の
生
産
方
法
に
よ
h
て
生
産
し
、
等

一
の
生
産
費
に
於
て
供
給
し
う
る
企
業
者
の
み
が
相
掛
立
す
る
。
彼
等
の
例
人
も
徐
剰
を
の
げ
得
る
も
の
は
な

ぃ
、
従
ひ

τ利
子
も
企
業
利
潤
も
な
い
。
比
場
合
、
若
し
、
企
業
者
が
す
ぺ
て
他
人
か
ら
借
入
れ
た
る
資
本
の
み

を
使
用
す
る
・
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
・
資
本
家
が
一
定
の
利
子
を
徴
牧
せ
"
さ
れ
ば
貸
古
宇
己
一
お
ふ
態
度
を
ご
る
限

論

讃
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歯

震

五
六

利
潤
成
立
の
機
構

第
二
十
穴
巻

A 

O 

第

説

b
、
債
格

ω低
落
は
生
産
費
ま
で
に
歪

b
え
争
、
そ
れ
に
此
利
子
を
加
へ
た
る
貼
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
。
然
れ

X

色
、
所
調
白
傍
企
業
者
が
顕
著
な
る
部
分
を
占
む
る
限
b
.
利
子
の
存
立
し
得
る
徐
地
は
な
い
。
た
ャ
此
貼
に
つ

い
て
突
の
ニ
駄
を
附
一
言
し
よ
う
。
第
一
。
最
も
低
き
生
産
者
を
布
す
る
も
の
、
生
産
方
法
が
そ
の
規
模
の
特
に
大

な
る
が
故
仁
、
他
の
企
業
者
の
追
随
を
許
苫

F
る
場
合
に
は
、
競
争
の
結
果
、
遂
に
濁
占
ご
な
る
に
至
る
で
ゐ
ら

ぅ
。
第
一
一
。
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
分
校
以
、
此
時
期
に
於
て
到
達
し
得
た
る
生
産
方
法
、

一
般
hr
ら
見
て
、
最
も
有

利
な
る
規
模
の
生
産
を
傍
む
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
れ
る
資
本
額
を
必
要
ご
す
る
。
か
〈
て
・
甲
の
分
枝
に

於
て
最
も
有
利
な
る
方
法
を
利
用
し
て
な
ほ
徐
ゐ
る
企
業
者
の
資
本
は
、
る
の
分
枝
に
流
入
す
る
で
あ
ら
う
。
此

流
入
の
道
行
の
詳
細
な
る
考
察
に
は
今
立
入
ら
ぬ
。
而
し
て
、
此
流
入
の
結
果
は
、
や
が
て
何
れ
の
産
業
分
校
に

も
早
晩
最
も
有
利
な
る
生
産
方
法

ωみ
が
行
は
れ
、
何
等
の
資
本
利
潤
も
ゐ
げ
ら
れ
同
。
た
い
除
剰

ωな
ほ
認
め

ら
る
、
も
の
は
獅
占
利
潤
の
み
、
而
し
て
地
代
正
一
労
銀
E
云
ふ
抽
結
局
的
生
産
財
の
債
格
的
み
が
所
得
ご
し
て
支
悌

は
れ
る
。
第
三
。
資
本
の
大
小
仁
よ
b
て
決
定
せ
ら
る
、
生
産
方
法
の
差
異

ωみ
が
生
産
費

ω大
小
を
決
定
す
ピ

は
一
五
ひ
難
い
、
後
者
を
決
定
す
る
数
多
の
事
情
が
ゐ
る
け
れ
Y
」
も
、
大
健
に
於
て
そ
れ
は
附
随
的
の
こ
吉
、
共
作

用
は
比
較
的
に
小
な
る
の
み
な
ら
歩
、
原
則
定
し
て
、
費
用
を
節
約
し
う
る
そ
れ
ら
の
地
位
(
良
好
な
る
僚
件
)
は

地
代
の
形
仁
於
て
報
償
せ
ら
れ
、
従
ひ
て
企
業
者
そ
の
も
の
の
生
庭
提
を
有
利
な
る
も
の
ご
な
し
が
た
い
。

"・.・・



な
は
十
全
な
る
意
味
に
於
て
経
務
静
麟
ご
稀
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
は
、
た
い
V

こ
の
股
密
静
鶴
に
外
な
ら
A
V
Z
信
A
Y

'
B
U
A
Y
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Y

多
〈
の
経
柚
世
間
宇
者

ω認
む
る
静
態
は
此
の
如
き
も
の
で
は
な
い
。
競
守
は
そ
れ
が
す
吋
て
の
企
業
の
生

産

ω
N
を
ば
(
同
一
廉
業
分
校
に
属
す
る
限
h
)
均
一
化
せ
し
む
る
に
至
ら
争
、
積
々
な
る
仕
掛
の
企
業
が
相
な

ら
ぴ
存
し
な
が
ら
、
而
も
年
々
ほ
u
y

同
一
の
生
産
物
が
同
一
の
数
量
だ
け
生
産
せ
ら
れ
・
ぞ
れ
だ
け
同
一
ゐ
痕
格

に
於
て
需
要
せ
ら
れ
る
u

債
格
は
限
界
生
産
費
に
よ

b
て
決
定
せ
ら
る
、
が
故
に
、
そ
こ
に
資
本
利
潤
も
あ
る
。

新
な
る
誕
勤
が
生
じ
が
た

E
貼
じ
が
・

τ均
衡
が
め
る
り
れ
れ
ど
も
・
此
均
衝
は
や
は
b
競
守
の
道
行
に
よ
ち
成
立
し

た
る
も
の
に

L
て
、
経
済
的
競
局
干
の
遂
行
の
妨
げ
仁
よ
h
て
成
立
す
る
受
動
的
均
衡
芭
は
異
な
る
。
此
の
如
語
、
放

践
が
ま
た
一
の
静
態
正

L
τ
認
め
ら
れ
る
。
私
は
多

f
ω
皐
者
の
経
済
静
践
が
な
の
一
式
ふ
殿
密
静
拙
閣
を
意
味
せ
脅
さ

る
限
h
、
そ
れ
は
か
、
る
妹
態
を
常
に
意
味
し
て
ゐ
る
ご
一
石
ふ
の
で
は
な
い
。
ぞ
れ
ら
の
認
む
る
静
曲
胞
が
生
産
費

の
均
等
化
を
意
味
せ

F
る
限
・
9
、
此
の
如
き
も
の
芭
考
ふ
る
外
な
し
E
一
去
ふ
の
で
あ
る
。
か
、
る
静
態
を
今
名
づ

け
て
安
定
静
態
吉
云
ひ
、
而
し
て
そ
れ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
競
争
の
十
分
に
行
は
る
る
か
ぎ
b
、
多
少
の
麗
勤

を
遂
げ
つ
、
、
究
極
に
於
て
は
厳
密
静
態
に
推
移
す
る
古
思
は
る
る
が
故
に
、
之
を
抑
制
し
て
中
間
静
態
ど
も
云

ム
。
勿
論
守
』
れ
は
十
五
甚
な
る
意
味
に
於
げ
る
静
践
で
は
な
〈
、
一
耳
は
U
1

不
完
全
な
る
静
態
で
あ
る
。

殿
密
静
態
は
資
本
家
的
生
産
以
前
に
あ
り
て
は
、
恐
ら
〈
極
め
て
現
質
に
近
き
姿
で
あ
っ
た
。
一
誌
は
uv

現
賞
の

極
端
相
の
う
ち
に
そ
れ
は
著
し
き
程
度
ま
で
寅
現
せ

ιれ
て
ゐ
た
も
の
ど
思
は
れ
る
o

但
L
、
此
貼
を
詳
論
す
る
こ

歯

震
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Z
は
割
払
の
今
の
仕
事
に
属
し
な
い
。
資
本
家
的
経
済
組
織
に
ゐ
b
τ
は
、
比
厳
密
静
柏
崎
が
偽
迄
た
い
一
の
極
限
概

念
に
し
て
‘
極
め
て
賞
在
よ
h
捕
喝
さ
か
れ
る
も

ωで
あ
る
。
事
貨
の
中
仁
は
常
に
何
等
か
の
輪
止
め
又
は
障
碍
あ

・
り
て
競
守
が
こ
れ
を
質
現
す
る
に
至
る
哩
』
ご
を
妨
げ
る
。
従
ひ
て
、
現
貨
の
中
に
於
て
、
賞
現
せ
ら
れ
'
フ
る
限
h

の
静
態
は
た
い
ミ
の
安
定
静
態
ゐ
る
の
み
。
か
、
る
輪
止
め
は
印
ち
資
本
の
犬
さ
の
差
等
ご
、
個
別
資
本
の
不
足

性
£

ω
二
で
め
る
。
比
一
こ
が
何
を
意
味
す
る
が
争
議
べ
て
、
安
定
静
鵡
成
立

ω機
構
を
明
に
し
よ
う
。

般
に
、
前
に
越
ぺ
た
る
静
態
成
立
の
傑
件
に
し

τ奥
へ
ら
れ
る
ご
す
る
。
此
場
合
、
あ
ま
た
の
企
業
は
そ
れ
ぞ

れ
相
異
な
札
る
生
産
方
法
を
利
用
し
て
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
(
同
一
の
生
産
物
を
生
産
す
る
企
業
り
み
に
つ
い
て
云

ふ
)

U

此
中
、
相
等
し
き
資
本
を
使
用
す
る
企
業
に
し
て
相
異
な
れ
る
方
法
に
よ
る
ご
す
れ
ば
、
早
晩
そ
の
中
の

最
も
有
利
な
る
も

ω
が
模
倣
せ
ら
れ
採
探
せ
ら
れ
る
o

た
u
y

一
般
的
に
見
て
、
資
本
の
大
な
る
も
の
に
よ
b
て
採

用
せ
ら
る
る
方
法
は
最
も
有
利
で
ゐ
る
、
従
ひ

τ、
企
業
者
が
極
大
の
利
潤
を
追
求
す
る
限
b
、
皆
こ
の
方
訟
を

利
用
せ
む
ご
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
看
過
す
べ
か
ら
F
る
続
々
の
障
碍
が
ゐ

る
。
ま
づ
一
た
び
回
定
的
設
備
に
投
静
ら
れ
た
る
資
本
は
急
に
回
投
せ
ら
る
る
こ
己
が
出
家
ぬ
。
そ
の
岡
牧
ま
で

に
は
や
は
h
、
相
官

ω昨
日
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
こ
れ
が
新
方
法
の
探
捧
を
困
難
な
ら
し
め
る
o

勿
論
こ

の
貼
は
資
本
額
初
等
上
き
諸
方
法
聞
の
鑓
化
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
ご
す
る
障
碍
の
重
要
な

る
も
の
は
此
他
に
存
す
る
o

そ
れ
は
資
本
の
大
き
の
差
等
で
あ
る
。
最
も
有
利
な
る
生
産
方
法
を
採
用
せ
む
正
す

守画一・.・.，



る
も
、
そ
れ
が
一
定
数
量
の
資
本
を
ま
も
て
は
じ
め
て
可
飽
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
に
資
本
を
粛
張
し
得

F
る
も
の
は
た
九
現
に
利
用
し
っ
、
あ
る
生
産
方
法
に
止
ま
る
外
は
な
い
。
現
に
一
定
の
産
業
分
校
に
属
す
る

企
業
に
は
、
資
本
的
大
小
仁
よ
b
稲
々
な
る
仕
掛
の
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、

一
般
的
事
情
の
下
に
於

τは
、
大
な
る
仕
掛
ほ
ど
有
利
な
る
筈
で
ゐ
る
の
に
、

そ
れ
以
下
の
仕
掛
に
留
ま
る
の
は
、

一
方
其
磁
真
の
困
難

そ
れ
だ
け
の
資
本
を
蕗
分
し
得
る
に

に
も
よ
る
が
、
他
方
、
而
し
て
重
に
は
、
企
業
者
が
現
在
の
事
情
に
於
て
、

止
ま
る
か
ら
で
ゐ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
彼
の
資
本
調
達
能
力
が
り
計
れ
だ
け
の
資
本
ぞ
剖
刑
法
し
う
る
に
止
ま
る
か
ら

で
あ
る
o

勿
論
利
潤

ω獲
得

ω努
力
が
十
分
に
行
は
れ
、
企
業
者
が
皆
安
〈
生
産
せ
む
ご
の
競
守
を
つ
い
γ

り
る
限

九
リ
、
仕
掛
の
疏
振
を
行
ひ
得
る
も
の
は
之
を
行
ふ
で
ゐ
ら
う
。
ぞ
れ
に
し
て
も
、
各
企
業
者
の
資
本
調
達
能
力
に

限
度
が
ゐ
る
限
h
、
厳
密
悌
践
の
直
に
成
立
す
る
こ
ご
は
不
可
能
で
ゐ
る
o

資
本
の
差
等
、
仕
掛

ω差
具
、
生
産

費

ω差
異
は
ご
に
か
〈
に
存
約
す
る
。
た

v
注
意
す
ぺ
き
こ
ご
は
佃
別
資
本
の
不
足
性
で
あ
る
o

各
企
業
者
の
資

本
、
一
再
は
uv

そ
の
仰
別
資
本
が
極
め
て
大
に
し
て
、
例
へ
ば
そ
の
幾
っ
か
に
よ
り
て
枇
曾
の
金
需
要
を
供
給
す
る

に
足
る
だ
げ
を
生
産
し
得
る
正
す
れ
ば
、
そ
-
』
に
資
本
の
差
等
の
存
綴
し
う
る
徐
地
は
な
い
。
し
ば
ら
く
の
競
守

は
容
易
に
。
仕
掛
の
均
等
・
生
産
費
の
均
等
を
招
来
し
得
る
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
も
、
事
質
上
大
抵
の
産
業
分
伎

に
於
て
は
個
別
資
本
の
大
き
が
か
、
る
紋
践
を
賞
現
せ
し
め
る
に
は
不
足
で
あ
る
、
そ
の
不
足
性
の
放
に
、
生
産

費
の
不
等
が
存
続
す
る
。
こ
れ
だ
け
の
叙
過
は
炉
の
殿
密
静
態
が
容
易
に
賞
現
せ
ら
れ
や
'
・
そ
の
確
立
は
理
論
的

箇

護
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O 

に
見
て
必
然
的
で
あ
る
に
し
て
も
ち
事
貫
に
於
て
は
不
断
に
此
資
本
の
差
等
ご
一
五
ふ
障
碍
の
潟
に
妨
げ
ら
れ
る
ご

云
ふ
噌
』
芭
を
一
示
す
o

而
し
て
此
障
制
仁
よ
b
て
生
産
費
の
均
一
化
が
妨
げ
ら
れ
て
あ
る
赦
態
を
按
中
る
に
、
競
守
の
結
果
Z
じ
て
、

規
模
を
競
技

L
最
も
有
利
な
る
生
産
方
訟
を
採
用

L
得
る
ど
り
の
も
の
は
之
を
賀
行
す
る
で
め
ら
う
。
叉
、
限
界

生
産
費
に
於
て
生
産
す
る
も
の
は
刺
潤
を
め
げ
待
中
、
従
ひ
て
資
本
調
遼
の
能
力
を
増
加
す
る
・
』
己
能
は
守
、
某

生
産
農
を
低
下
せ

L
め
得
る
可
能
が
な
い
。
其
中
間
に
あ
る
企
業
者
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
な
る
ほ
ど
彼
等
に
よ

b
て
幾
何
か
の
徐
剰
は
あ
げ
ら
れ
る
。
此
倫
剰
が
刑
制
に
彼
等
自
身

ω所
得
ご
し
て
そ
の
一
部
分
が
蓄
積
せ
ら
る
、

に
し
て
も
、
そ
れ
は
念
に
其
規
模
を
鋳
張
す
る
ほ
戸
」
其
所
有
資
本
を
柑
加
せ
し
め
争
、
叉
其
他
の
方
法
に
於
げ
る

資
本
調
達
の
能
カ
を
加
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
特
に
岡
定
的
設
備
の
取
替
へ
の
困
難
仁
よ
b
て
規
模

ω麹
一
見
は
容
易

に
行
は
れ
が
た
い
。
企
業
者
自
身

ω態
度
が
攻
撃
的
積
極
的
統
守
に
出
で
中
、

た
hγ

奥
へ
ら
れ
た
る
事
情

ω下
に

於
て
現
存
の
方
誌
を
利
用
し
な
が
ら
、
成
る
ぺ
〈
多
量
』
利
潤
を
求

U
る
ご
一
再
ふ
消
極
的
自
足
的
の
競
守
の
態
度
に

出
づ
る
以
上
、

い
よ
い
よ
然
b
Z
見
ら
れ
得
る
。
此
結
果
、
か
の
需
要
幽
数
の
一
定
、
生
産
方
法
の
不
遜
化
芭
云

ふ
僚
件
の
存
す
る
芭
こ
ろ
、
供
給
画
数
も
ま
た
は
い
回
定
的
で
あ
る
。
何
れ
の
企
業
も
殆
ど
其
規
模
、
従
ひ
て
生

産
方
法
を
改
め
す
、
其
麹
草
は
極
め
て
徐
身

E
し
て
り
み
遂
行
せ
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
企
業
は
そ
の
典
へ
ら
れ
た

る
方
法
に
於

τ、
生
産
費
を
最
も
低
廉
な
ら
し
む
る
勤
ま
で
生
産
を
鏑
張
す
る
、
か
〈

τ、
生
産
費
の
差
等
に
臆

. _.. ...<1'・



じ

τ
一
定
の
供
給
幽
数
が
ゐ
る
、
此
泊
四
数
も
生
産
方
法
の
・
貰
際
的
に
は
殆
H

と
不
援
な
る
が
放
に
、
同
じ
〈
品
硬
化
せ

宇
さ
見
ら
れ
得
る
。
こ
、
に
需
給
の
均
衡
が
企
業
者
の
利
潤
獲
得
、
生
産
費
低
下
の
競
守
の
結
果
Z
し
て
は
い
確

立
せ
ら
れ
、
経
糖
は
云
は
v
安
定
ゆ
朕
践
を
保
つ
。

た
い
そ
れ
は
中
小
資
本
の
蓄
積
集
中
及
び
其
他
の
仕
方
に
於

け
る
資
本
調
達
能
力

ω越
化
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
の
み
が
の
厳
密
静
践
に
向
ひ
っ
、
進
行
す
る
。
か
、
る
放
柏
崎
は

そ
れ
が
一
方
に
於
て
競
守
り
結
川
市
ピ

L
て
到
達
せ
ら
れ
た
る
ご
こ
ろ
の
、
而
も
事
賃
上
殆
ど
磁
化
な
き
委
で
ゐ
る

が
故
に
、
之
を
一
回
槻
の
静
越
正
見
‘
而
も
厳
密
静
態
的
り
知
〈
十
分
な
る
静
態
ド
ゐ
ら
十

L
て
部
分

ω釣
合

ω
一
時

的
安
定
合
流
す
に
止
れ
る
も
り
、
又
一
厳
密
的
態
へ
の
中
間
的
段
階
で
ゐ
る
意
味
に
於
て
、
安
定
静
雄
叉
は
中
間
静

越
正
一
五
よ
。

円
い
各
企
業
者
心
或
本
岡
龍
嗣
力

ω
制
限
は
主
主
し
て
は
企
識
者
自
身
内
需
力
即
ち
財
産
由
大
さ
よ
り
串
る
o
直
接
に
は
伎
の
財
産
白
限
度
に
よ

り
て
自
己
申
資
本
を
使
用
し
う
る
限
度
が
定
ま
り
、
主
他
人
の
資
本
を
借
入
れ
て
利
用

L
得
る
限
度
も
ま
た
定
玄
る
。
輩
L
-
資
本
山
貸
手
は
首
に

仙
干
の
償
越
前
力
に
雌
C
て
貸
付
白
限
度
を
定
め
る
、
そ
れ
は
挽
保
山
一
提
供
せ
ら
る
h

場
合
も
又
は
都

ιざ
る
場
合
に
於
て
も
一
様
ど
あ
る
@
今
日

の
銀
行
仕
種
々
な
る
謹
行
に
よ
り
脚
民
力
を
白
山
に
創
設

L
て
之
を
貸
付
け
う
る
。
町
も
そ
の
創
設
勤
叶
一
位
銀
行
内
支
捌
準
備
に
よ
り
て
制
限
せ
ら

れ
る
。
此
制
限
内
に
於
て
貸
付
(
る
に
し
て
も
、
借
一
世
の
信
用
祇
恐
特
に
共
財
産
に
よ
リ
て
拍
皮
出
血
ら
れ
る
の
は
事
買
で
あ
る
。
個
人
企
議
由
形

式
を
離
れ
て
、
株
式
骨
此
、
組
合
等
囚
組
織
に
よ
れ
ば
小
禿
本
を
集
A円

L
て
之
を
大
設
本
止
な
す
事
が
山
市
る
o
然
れ
ど
も
、
組
合
目
一
般
的
な
る

形
式
を
以
て
す
れ
ば
、
そ
白
金
資
本
も
さ
ま
で
大
な
る
制
と
な
ら
ず
、
且
ワ
そ
れ
は
純
企
業
的
縮
刷
を
叫
て
鵠
倖
す
る
こ
止
稀
で
あ
る
が
故
に
、

L

ば
九
一
{
考
察
山
相
聞
よ
り
除
外
し
よ
う
o
株
式
合
批
の
組
織
に
よ
り
て
勘
多
の
個
別

ω資
本
を
集
め
う
る
に
し
て
も
、
そ
の
中
心
と
な
る
も
の
ミ
資

力
部
十
分
て
な
い
限
り
、
そ
れ
は
萌
貨
に
於
て
大
資
本
を
構
成

L
が
た
い
。
金
融
安
本
内
勢
刀
愈
加
は
る
に
つ
れ
て
、
此
傾
向
は
特
に
願
者
な
る
も

論

襲

利
潤
成
立
の
樹
秘

第
二
十
六
巻
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五
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現
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議

論

利
回
成
立
の
機
構

第
二
十
六
巻

λ 
穴

第

披

ー，、

。
が
あ
る
。
と
に
か
〈
、
と
れ
ら
白
山
事
貨
は
、
企
業
者
心
資
本
制
法
龍
力
が
削
何
に
制
隅
せ
ら
れ
て
あ
る
か
、
従
ひ
て
自
由
競
智
が
行
は
れ
る
と
し

て
も
、
費
本
白
大
さ
目
提
撃
が
如
何
に
必
然
的
で
あ
る
か
を
示
す
。
而

L
て
、
企
議
者
の
努
力
に
よ
り
て
資
本
を
輔
蝦
せ
む
と
す
る
も
、
此
必
斡
的

な
る
制
阻
は
あ
る
阻
皮
を
こ
え
て
そ
心
行
は
る
誌
と
と
を
詞
き
ず
、
品
然
的
な
る
資
本
白
義
革
は
批
曾
由
一
般
的
事
情
に

L
て
興
へ
ら
れ
で
あ
る
限

り
、
そ
の
ま
L
存
観
す
る
事
武
で
あ
る
。
そ
の
揃
肢
が
た
い
h

徐
々
に
の
み
筑
叫
せ
ら
れ
う
る
と
と
は
本
文
遺
ぷ
る
尉
に
よ
り
℃
知
ら
れ
よ
う
。

か
〈
て
、
践
密
静
態
は
賞
現
せ
ら
る
、
こ

Z
な
き
極
限
概
念
た
る
に
止
ま
b
、
現
賞
に
於
て
は
、
資
本
の
差
等

ご
個
別
資
本
の
不
足
性
己
云
ふ
障
碍
の
活
に
妨
げ
ら
れ
て
、
僅
に
安
定
静
般
的
♂
み
が
成
立
し
得
る
。

か
、
る
安
定

静
践
に
於
て
は
、
鈴
剰
が
如
何
に
し
一
1
成
立
す
る
や
、
利
子
ご
企
業
利
潤
ピ
が
如
何
な
る
組
合
せ
に
於

τ存
立

L

っ
、
ゐ
h
，
ゃ
。
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
ご
は
や
が
て
、
安
定
静
態
の
内
容
を
明
確
な
ら
し
む
る
所
以
で
あ
る
。

四

同
一
の
産
業
分
校
を
構
成
す
る
各
企
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
傍
件
を
異
仁

L
て
相
釣
立
す
る
、
特
に
最
も
重

要
崩
せ
ら
る
べ
き
資
本

ω仕
掛
に
於

τそ
れ
ぞ
れ
相
異
に
、
従
ひ
て
単
位
の
出
産
費
に
ヲ
ぞ
れ
ぞ
れ
差
等
が
ゐ
る
。

各
企
業
に
於
け
る
生
産
数
量
正
、
生
産
費
従
ひ
て
供
給
側
格
ご
が
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
、
か
o

先
づ
今
資
本

家
自
身
が
管
む
己
こ
ろ
の
所
間
白
管
企
業

4erhて
考
へ
る
o

投
下
せ
ら
る
、
費
用
は
大
館
上
、
生
産
物
の
数
量

に
閥
係
な
き
一
般
費
用
又
は
不
設
費
用
芝
生
産
物
の
歓
量
に
従
ひ
て
麗
化
す
る
特
殊
費
用
又
は
可
援
費
用
ご
が

あ
る
。
所
謂
大
量
生
産
の
法
則
仁
従
ひ
て
、
生
産
物
の
数
量
が
加
は
る
に
つ
れ
単
位
鴬
h
の
卒
均
生
産
費
は
増
加

す
る
。
然
れ
ど
も
あ
る
限
度
を
e

」
ゆ
れ
ば
此
卒
均
生
産
費
は
増
加
す
る
で
ゐ
ら
う
。
其
政
如
何
t
云
ふ
仁
、

方
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一
般
費
用
ぞ

ω
も
の
が
増
加
す
る
、
た
ご
へ
ば
機
械
の
磨
損
破
壊
が
加
は
る
が
如
き
道
行
に
よ
b
て
。
他
方
特
殊

費
用
も
増
加
す
る
、
例
へ
ば
機
械
の
能
率
の
一
定

Lτ
ゐ
る
ご
こ
ろ
に
む
や
み
に
海
山
の
勢
働
者
を
加
へ
た
ご
て

生
産
物
の
皐
位
敷
は
増
刷
せ
古
る
が
如

C
で
め
る
。
か
く
て
生
産
物
の
数
量
は
ゐ
る
貼
に
於
て
制
限
せ
ら
れ
る
o

車
位

ω
煩
絡
を
ニ
圃
芭
す
れ
ば
生
産
品
賞
金
設
も
多
〈
要
す
る
企
業
に
於
て
は
一
中
均
生
産
提
が
二
国
的
動
止
で
特
殊

品
質
用
が
増
加
せ
ら
れ
、
生
産
が
鏑
技
せ
ら

μ
る
。
ぞ
れ
よ
b
も
安
〈
生
産

L
得
る
企
業
に
あ
b
て
は
、
新
に
増
加

す
る
農
用
か
ら
生
十
品
生
産
物
が
牧
支
相
俄
ふ
馳
ま
で
麟
町
駅
ゼ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
れ
ら
の
企
業
に
於

り
る
軍
位

ω生
産
費
は
生
産
費
総
額
を
生
産
物
数
量
を
以

τ除
し
穴
る
一
中
均
生
産
費
に
よ
b
て
定
ま
る
o

之
を
他

の
方
面
か
ら
云
ひ
表
は
す
ご
か
う
で
め
る
o

生
来
裂
を
最
も
多
く
要
す
る
企
業
の
生
産
物
ま
で
需
要
せ
ら
れ
る
E

す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
二
回
以
下
に
生
産

L
得

g
る
が
敢
に
、
債
格
は
ニ
闘
に
於
て
定
ま
る
。
他
の
有
利
な
る
企
業
に

於
て
は
、
費
用
を
二
固
に
け
増
加
す
れ
ば
生
庶
物
の
債
格
二
闘
が
得
ら
れ
る
ま
で
髄
張
す
る
こ
ど
が
刺
潤
を
最
大

な
ら
し
む
る
所
以
で
あ
る
。
生
産
物
の
数
量
は
そ
の
鮪
に
於

τ定
ま
る
。
供
給
僻
格
は
卒
均
生
産
費
に
よ
る
外
は

な
い
。
生
産
せ
ら
れ
た
る
生
産
物
ご
し
て
は
何
れ
が
如
何
な
る
費
用
の
増
加
に
負
へ
る
も
の
か
を
認
め
符
守
、
た

ぃ
費
用
総
額
が
生
魔
物
線
鶴
を
生
産
し
た
る
事
を
認
む
る

ωみ
で
ゐ
る
。
古

τ此
ゆ
如
き
事
情
的
下
に
於
て
、
限

界
生
盛
者
は
何
等
の
制
捜
像
剰
を
も
ゐ
げ
待
守
、
従
ひ
一
1
彼
は
定
型
的
企
業
者
(
資
本
を
借
入
品
、
企
業
者
)
で
ゐ

る
こ
己
は
出
来
的
制
。
若
し
彼
が
一
資
本
家
の
資
本
を
伯
b
、
一
定
の
契
約
に
於
け
る
利
子
を
支
梯
ふ
も
の
ご
す
れ
ば
、

前

議

利
潤
成
立
の
機
椛

第
二
+
京
総
骨

/1. 
k 
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凱
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論

議

六
回

利
潤
成
立
白
揖
梼

第
二
十
六
番

J、
A 

第

焼

不
断
な
る
損
失
を
招
〈
ぺ
〈
、
従
ひ
て
事
業
を
縫
縦
し
得
r
d

る
が
放
で
あ
る
。
か
〈
て
定
型
的
企
業
者
は
た

v
有

利
な
る
方
法
を
使
用
す
る
企
業
者
ご
し
ー
の
み
存
立
す
る
。
限
界
生
産
者
以
外
の
生
産
者
は
其
生
産
方
法
の
故

仁
、
特
に
資
本

ω大
さ
の
差
等
に
基
く
規
模
の
有
利
き
の
放
に
、
同
慣
務
ご
生
産
費
ご
の
聞
の
差
盆
を
獲
得
す
る
。

そ
れ
が
資
本
利
潤
ご
し
て
各
企
業
者

ω
手
中
に
入
品
。

一
定
の
利
子
を
以
て
資
本
を
借
入
れ
た
る
も
の
は
此
利
潤

か
ら
利
子
全
支
搬
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

利
子
の
総
額
が
助
利
潤
の
総
師
酬
を
こ
ゆ
る
時
仁
ま
た
、
彼
等
は
其
企
業
を
存

続
せ
し
め

τ行
(
こ
ご
は
出
来
的
H

。
か
〈
て
、
差
盆
ご
し
て
の
利
潤
を
牧
む
る
企
業
正
し
て
の
み
定
型
的
企
業
者

が
存
立
し
フ
る
o

自
笹
企
業
者
は
勿
論
限
界
内
に
於
け
る
、
卸
も
利
潤
を
獲
得
す
る
企
業
岩
ご
し
て
も
立
つ
E
共

に
、
限
界
企
業
者
己
し
て
も
立
ち
得
る
。
彼
が
限
界
企
業
者
h
H
'
り
う
る
所
以
は
一
仁
、

刺
子
を
支
掛
ふ
必
要
な
き

が
放
で
ゐ
る
。

安
定
締
践
に
於
て
利
子
の
存
立
す
る
こ
ご
を
認
む
る
。
然
れ
ど
も
此
海
立
は
安
定
静
態
の
み
を
切
離
し
て
考
察

す
る
限
b
、
論
越
せ
ら
れ
う
る
事
で
は
な
い
。
安
定
静
践
的
均
衡
に
於
て
、
利
潤
を
旗
げ
つ
、
利
用
せ
ら
れ
う
る

資
本
山
り
大
さ
は
略
ば
定
ま
れ
る
も
の
で
ゐ
る
、
併
し
な
が
ら
供
給
せ
ら
れ
得
る
貸
付
資
本

ω総
額
が
趨
に
之
に
超

渇
す
る
場
令
、
利
潤
は
直
に
利
子
正
鴇
化
し
得
べ
き
が
、
一
誌
は
い
利
子
が
必
然
的
に
存
立
し
う
る
や
如
何
。
少
〈

も
其
存
立
は
こ
れ
だ
け
の
前
提
か
ら
論
越
し
得
ら
れ
泊
ご
思
ふ
。
た

v
安
定
静
態
を
私
は
動
態
か
ら
の
漣
縞

Z
L

九

i
て
把
捉
す
る
o

動
態
に
於
て
作
用
し
つ
づ
り
て
ゐ
る
ど
こ
ろ
の
経
済
が
需
要
画
数
の
不
晶
盟
、
生
産
方
法
の
固
定

ε

1 ・..'・



へ
る
こ
正
、
会
然
不
可
能
な
る
が
故
で
あ
る
。

一
允
び
動
態
に
於
て
利
子
が
奥
へ
ら
れ
た
る
事
貨
な
h
J
Z
せ
む

一
耳
ム
録
件
の
下
に
ご
る
Z
-
〕
ろ
の
姿
が
安
定
締
態
で
あ
る

ε見
る
。
か
(
見
る
理
由
は
他
な
し
、
厳
密
静
輔
掛
か
ら

し
て
は
自
由
競
守
の
過
稚
印
も
一
面
か
ら
見
れ
ば
経
済
原
則
の
作
用
に
よ
b
、
此
安
定
静
態
へ
の
移
h
行
き
を
考

か
o

如
上
の
回
定
的
保
件
に
よ
h
て
安
定
静
般
の
成
立
す
る
仁
際

L
、
何
等
新
に
利
子
を
消
滅
せ
し
む
べ
ぎ
事
情

み
A
a
p
ゐ
、

o

t
T
'
u
 

一
方
に
於
て
資
本
潤
利
の
消
滅
せ
ぎ
る
こ
己
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
、
他
方
に
於
て
、
特
に
資
本
の
供
給

を
増
加
せ

L
む
る
何
等
の
事
情
も
存

L
な
い
。
き
う
で
む
る
以
上
は
、
依
然
Z
し
て
此
利
潤
か
ら
利
子
が
資
本
家

の
手
巾
に
収
め
ら
る
、
正
信
宇
る
外
は
な
い
o

川
町
安
定
静
態
に
つ
い
て
私
は
な
ほ
他
的
一
而
を
留
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
向
。
そ
れ
は
動
態
に
於
け
る
多
占
的
利
測
が
此
安
定
静
躍
に
於
て
消

滅
す
る
と

A

ふ
こ
と
「
あ
る
u

柿
酪
が
仰
斡
に
超
過
す
る
と
き
・
そ
こ
に
は
必
ず
備
剰
が
あ
る
。
此
録
制
は
多
占
に
基
〈
保
剰
で
あ
る
。
掠
る
に
、

競
争
は

ιず
四
T

、
此
産
業
分
紋
に
詑
本
山
出
入
を
諦
致

L
新
な
る
企
業
者
世
既
牧
す
る
で
あ
ら
う
。
而

L
て
供
給
日
崎
川
L
還
に
叫
非
止
産
費
に
於

て
倒
椅
山
決
定
せ
、
り
る
h

ま
で
に
豆
む
う
。
か
〈
の
如
〈
に
し
て
は
じ
的
て
、
安
定
静
態
に
あ
一
切
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
羽
じ
て
(
端
占
由
事
業

t
f
u

除
い
て
一
一
向
へ
ば
)
倒
摘
は
岡
持
止
産
裂
に
於
て
定
ま
る
、
組
級
に
よ
る
節
約
四
法
則
凶
作
用
と

L
て
、
種
々
な
る
祖
度
。
資
本
利
潤
が
あ
る
、
報

酬
週
成
山
法
則
自
作
川
(
純
封
地
代
を
除
い
て
一
再
へ
ば
)
に
よ
り
て
、
種
々
な
る
段
階
白
地
代
が
あ
る
。

私
は
ず
4

イ
ザ
ア

ω
止
住
方
程
式
心
安
門
前
す
る
献
盟
、
叉
は
カ
ヅ
セ
ル
回
倒
格
方
程
式
、
ワ
ラ
ス

ω
均
街
方
程
式

ω
穿
首
す
る
批
聾
と
此
安
定
静

閣

と

砂

川

に

あ

る

距

離

を

詔

拍

る

、

此

動

は

後

に

論

述

し

た

い

と

思

ふ

。

(

未

完

)

前

震

刺
潤
成
立
自
揖
描

第
二
十
式
典
世

A 
ブL

第

貌

"・亙

，，"・.. r" ' 


